
　

東
京
都
復
興
記
念
館
（
以
下
、
復
興

記
念
館
）
は
、
都
立
横
網
町
公
園
内
に

建
つ
関
東
大
震
災
と
東
京
空
襲
に
関
す

る
博
物
館
で
す
。

　
◇
関
東
大
震
災
と
は

　

関
東
大
震
災
は
、
大
正
12
年（
１
９

２
３
）９
月
１
日
11
時
58
分
に
発
生
し

関
東
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
、
相
模
湾
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.9
の
大
地
震
で
す
。
東
京
で

は
昼
食
の
準
備
を
し
て
い
た
家
庭
な
ど

か
ら
同
時
多
発
的
に
出
火
し
、
強
風
の

影
響
で
燃
え
広
が
っ
た
火
災
に
よ
り
東

京
市
の
約
40
％
の
面
積
が
焦し

ょ
う
ど土

と
化
し

ま
し
た
。

　

墨
田
区
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地

域
で
、
特
に
陸り

く
ぐ
ん
ひ
ふ
く
し
ょ
う

軍
被
服
廠
跡あ

と

と
呼
ば
れ

た
都
立
横
網
町
公
園
を
含
む
一
帯
は
、

火
災
と
高
熱
を
伴
う
竜
巻
で
あ
る
火
災

旋
風
に
よ
り
３
万
８
千
人
以
上
の
人
が

亡
く
な
っ
た
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る

最
大
の
被
災
地
で
す
。

（
図
１
　
※
赤
い
矢
印
は
火
災
動
態
を
、

緑
の
数
字
は
時
刻
を
表
す
。
）

　

東
京
市
は
衛
生
上
の
理
由
か
ら
、
震

災
翌
日
の
９
月
２
日
に
被
服
廠
跡
の
遺

体
を
こ
の
場
で
火
葬
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
す
。
火
葬
は
９
月
５
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
行
わ
れ
、
横
網
町
公
園
の
敷

地
内
に
遺
骨
を
安
置
す
る
た
め
の
仮か

り
の
う納

骨こ
つ
ど
う堂

が
建
て
ら
れ
、
慰
霊
の
た
め
に
多

く
の
参
拝
者
が
列
を
成
し
ま
し
た
。

　
◇
設
立
の
経
緯

　

関
東
大
震
災
最
大
の
被
災
地
で
あ
り

犠
牲
者
の
慰
霊
の
場
と
し
て
唯
一
無
二

の
場
所
で
あ
る
陸
軍
被
服
廠
跡
に
位
置

す
る
横
網
町
公
園
の
敷
地
内
に
、
昭
和

５
年（
１
９
３
０
）、
慰
霊
施
設
と
し
て

建
築
家
伊
東
忠
太
の
設
計
に
よ
る
震
災

記
念
堂
（
現
：
東
京
都
慰
霊
堂
）
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
記
念
堂
は
防
災
、

慰
霊
、
社
会
教
化
を
骨こ

っ
し子

と
し
て
お
り
、

社
会
教
化
の
具
体
案
と
し
て
資
料
を
堂

内
に
展
示
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、

市
民
に
も
呼
び
か
け
収
集
し
た
資
料
が

集
ま
り
す
ぎ
た
た
め
、
展
示
専
門
の
付

帯
施
設
と
し
て
昭
和
６
年（
１
９
３
１
）

に
復
興
記
念
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
２
　
※
震
災
後
に
慰
霊
公
園
と
し

て
建
設
さ
れ
た
横
網
町
公
園
の
全
体

図
）

　

建
設
当
初
は
寄
贈
資
料
お
よ
び
震
災

復
興
展
覧
会（
１
９
２
４
年
）、
帝
都
復

興
展
覧
会（
１
９
２
９
年
）、
天
覧
帝
都

復
興
記
念
展
覧
会（
１
９
３
０
年
）に
出

品
さ
れ
た
資
料
を
含
む
２
０
１
６
点
が

収
蔵
さ
れ
、
そ
の
う
ち
９
０
７
点
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
昭
和
26
年

（
１
９
５
１
）か
ら
戦
災
に
関
す
る
資

料
の
展
示
も
行
い
、
現
在
で
は
約
１
万

７
千
点
の
震
災
、
戦
災
に
関
す
る
資
料

を
収
蔵
し
、
６
０
０
点
以
上
の
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
火
災
の
爪
痕
を
残
す
被
災
物

（
金
属
や
ガ
ラ
ス
の
溶よ

う
か
い塊

、
両
国
橋
の

名
板
、
焼
け
た
自
転
車
な
ど
）
の
他
、

海
外
か
ら
贈
ら
れ
た
支
援
物
資
（
工
具
、

作
業
服
、
木
製
車
椅
子
な
ど
）、
復
興

大
模
型
、
震
災
を
描
い
た
絵
画
な
ど
を

展
示
し
て
お
り
、
関
東
大
震
災
の
被
害

の
大
き
さ
や
力
強
い
復
興
の
様
子
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
◇
地
域
の
皆
様
へ

　

関
東
大
震
災
発
生
か
ら
１
０
０
年
と

な
る
令
和
５
年（
２
０
２
３
）９
月
１
日

に
向
け
て
、
震
災
の
被
害
や
復
興
に
関

す
る
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
来

館
者
の
皆
様
に
よ
り
分
か
り
易
く
関
東

大
震
災
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
博
物
館

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
都
復
興
記
念
館
調
査
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
祐
介
）

ĳıĳĴ年
（令和５年）
７月発行)03-5608-6202　FAX 03-5608-6934

発行：墨田区（地域活動推進課） 
〒130-8640　墨田区吾妻橋一丁目23番20号 

KATSUDOSUISHIN@city.sumida.lg.jp

第63号

関
東
大
震
災
か
ら
100
年
、
当
時
の
被
害
を
今
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え
る
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図１ 陸軍被服廠跡周辺の火災動態図

図２ 震災記念堂鳥瞰図

図１　出典「震災予防調査会報告 第百号（戊）」（1925）付録東京市火災動態地図より、　図２　出典「被服廠跡」（東京震災記念事業協会精算事務所，1932）



◇
設
置
目
的

　

災
害
大
国
日
本
で
暮
ら
す
私
た
ち
は
、

幾い
く
ど度

と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
災
害
か
ら

多
く
の
教
訓
を
学
び
ま
し
た
。
い
か
に

科
学
技
術
が
発
達
し
よ
う
と
も
「
自
然

災
害
」
を
予
知
し
、
発
生
を
防
ぐ
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

本
所
防
災
館
で
は
、
都
民
（
区
民
）

の
皆
さ
ん
の
安
全
な
暮
ら
し
を
目
指
し
、

楽
し
み
な
が
ら
地
震
の
揺
れ
の
体
験
、

初
期
消
火
や
応
急
救
護
、
火
災
の
煙
か

ら
の
避
難
方
法
な
ど
、
防
災
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
く
体
験

施
設
と
し
て
、
平
成
７
年（
１
９
９
５
）

４
月
27
日
に
開
館
し
、
こ
れ
ま
で
に
累

計
約
２
５
８
万
人
（
令
和
４
年
度
末
現

在
）
の
方
々
に
御
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
◇
施
設
紹
介

　

本
所
防
災
館
は
地
震
、
煙
、
火
事
、

暴
風
雨
の
模
擬
災
害
の
体
験
を
通
じ
て

防
災
知
識
、
行
動
力
を
高
め
る
体
験

学
習
空
間
で
す
。
館
内
に
は
自
由
見
学

コ
ー
ナ
ー
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
案
内
す
る
ツ
ア
ー
方
式
で
各
種

防
災
体
験
（
①
地
震
体
験
、
②
煙
体
験
、

③
消
火
体
験
、
④
応
急
手
当
体
験
、
⑤

暴
風
雨
体
験
、
⑥
都
市
型
水
害
体
験
、

⑦
Ｖ
Ｒ
防
災
体
験
、
⑧
防
災
シ
ア
タ
ー

の
８
種
類
）
が
で
き
ま
す
。

◇
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

　
　
　
　
地
震
に
対
す
る
備
え
を

　

今
年
は
、
大
正
12
年（
１
９
２
３
）

に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
、
１
０

０
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。
関
東
大

震
災
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.9
、
最
大

震
度
７
相
当
推
定
、
死
者
・
行
方
不
明

者
約
10
万
５
千
人
、
全
壊
・
全
焼
・
流

り
ゅ
う

失し
つ

家か
お
く屋

約
29
万
３
千
棟
、
東
京
市
内
だ

け
で
死
者
約
６
万
９
千
人
（
う
ち
火
災

に
よ
る
死
者
は
約
６
万
６
千
人
）、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
（
死
者
約
６
千
４
百

人
）
や
東
日
本
大
震
災
（
死
者
約
１
万

９
千
人
）
を
も
凌し

の

ぐ
、
近
代
日
本
の
首

都
圏
に
未み

ぞ

う
曾
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し

た
、
我
が
国
の
災
害
史
に
お
い
て
特
筆

す
べ
き
災
害
で
す
。
そ
の
発
生
日
で
あ

る
９
月
１
日
が
「
防
災
の
日
」
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
た
と
き
は
、
何
よ
り
も

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
、
そ
し
て
怪
我

を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
緊
急
地

震
速
報
を
受
け
た
り
、
地
震
の
揺
れ
を

感
じ
た
ら
、
ま
ず
身
の
安
全
を
最
優
先

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
火
の
始
末
は
揺

れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

現
在
の
都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、

震
度
５
程
度
の
揺
れ
を
感
じ
る
と
自
動

的
に
ガ
ス
の
供
給
を
遮
断
す
る
よ
う
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
も
耐

震
自
動
消
火
装
置
を
備
え
た
も
の
が
普

及
し
て
お
り
、
使
用
中
の
火
気
器
具
か

ら
の
出
火
の
危
険
性
は
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
万
が
一
出
火
し
た
場
合
で
も
、

落
ち
つ
い
て
対
応
す
れ
ば
、
揺
れ
が
収

ま
っ
て
か
ら
で
も
十
分
消
火
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
慌
て
て
火
を
消
そ
う
と

す
る
と
、
転
倒
し
て
鍋
の
お
湯
を
か
ぶ

る
な
ど
、
け
が
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
後
の
避
難
や
隣
近
所
で
協
力
し
て

行
う
救
出
・
救
護
活
動
な
ど
の
行
動
に

速
や
か
に
移
行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
◇
地
域
の
皆
様
へ

　

本
所
防
災
館
で
の
体
験
は
、
町
会
・

自
治
会
の
防
火
防
災
訓
練
や
、
学
校
や

企
業
新
入
社
員
に
対
す
る
防
災
教
育
な

ど
に
も
活
用
さ
れ
、
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
多
く
の
都
民

（
区
民
）
の
皆
様
に
利
用
さ
れ
、
更
に

大
き
な
防
災
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

日
頃
か
ら
、
防
災
の
警

け
い
し
ょ
う鐘

を
鳴
ら
し
続

け
る
施
設
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

（
本
所
防
災
館　

広
報
担
当　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村
真
二
）
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